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本表題の「AMO領域科学」とは、
米国物理学会で分野名として使われ
ている “Atomic, Molecular, and Optical 
Physics”  を物理学だけでなく、より
広い自然科学の領域に拡張したものを
意味する。この領域は、量子力学の黎
明期において主役を演じてから、しば
らくの間主役の座を離れたと見られて
きた。
勿論それは見かけ上のものであって、
狭い意味の光でなく、全領域の電磁波
と物質との相互作用と、それらを利用
した基礎科学研究全般に目を広げれば、
この領域の科学は常に自然科学の発展
において重要な役割を演じてきたので
ある。それが俄かに人目につくように
なったのは、レーザーの出現とその技
術的発展のインパクトが大きかったか
らと言うことが出来よう。
人類の歴史における二十世紀の際
立った特徴の一つが、自然科学の基
礎的な理解の飛躍的進歩と、その成果
の応用による技術全般の大きな発展で
あるという事は、文明社会の人々に
共通する認識であろう。その中でも、
AMO領域の進歩は特筆に価するもの
であった。因みに、一昨年（2005）は、
アインシュタインの光量子理論と特殊
相対論の誕生以来100年にあたる「物
理年」として、様々な記念行事が開催
された記憶も新しい。同じ年のノーベ
ル物理学賞も、光科学で顕著な功績を
挙げた3人に与えられた。
特殊相対論が光速度不変という簡単
明瞭な法則で表現され、実験的な検証
も明快に行われるのに対して、20世
紀に確立された理論体系として特殊相
対論と双璧をなす量子力学においては、
多様な物質の構造を扱うものである故
に、3体以上の問題を解析的には解け
ない人間の能力では、物理的な考察に
よって上手に問題を簡単化しないこと
には手も足も出ない。
しかしまた一方で、そのように複雑
な系から、問題の本質に係わる概念を
巧みに注出して、自然の本質を量子
力学的に描くことは、分子科学の醍醐
味の一つであると言うこともできよう。

分子科学の意義はいろいろな面から見
て多様であるが、量子力学の実験的検
証の対象としても、原子・分子の科学
ほど魅力的なものは無い様に思われる。
物質の波動性に関しては、レ－ザ－
冷却した極低温原子を用いて、ダブル・
スリットによる干渉実験、原子波ホロ
グラフィーや、量子反射（注：原子の
物質表面における反射が、クーロンポ
テンシャルでなく、波動インピーダン
スの空間的不連続による反射として観
測される現象）の実験的検証まで行わ
れている。
この領域の全国的な研究拠点として、
分子科学研究所は単に「分子の科学」
だけでなく、まさにAMO領域の科学
研究の拠点として重要な役割を果たし
てきた。例えば、最近行われた極短パ
ルス高出力レーザーによる量子力学的
状態変化の実験の中でも特に筆者の目
に快く映るのは、極短パルスレーザー
による分子振動の可視化である。これ
は単に世界最高精度で分子振動を観測
した「分子の科学」のみでなく、我々
の量子力学的自然認識の正しさを証明
したものである。このような実験的研
究の基盤として、最先端のレーザーそ
の他の光学的技術が不可欠であって、
その意味でまさにAMO科学の最先端
の成果である。
しかし、この領域の研究は、実用的
な技術の基盤としても極めて重要であ
るにも関わらず、高度の学術的水準を
要求するが故に、日本の民間企業から
は、ともすれば敬遠されてきた。因み
に、この領域の研究に欠かせない多く
の研究用機材を輸入に頼っている現状
は無視できない。金銭的な収支が優先
する昨今の日本企業の多くは、優れた
研究者を放出し、重要な技術の基盤と
なる学術研究への関与を避ける傾向が
あまりにも顕著である。分子科学研究
所が、単にその中で優れた成果を生み
出すだけでなく、研究条件に必ずしも
恵まれない、世界的にも高い評価を受
けている国内の研究センター、研究室
等の中心となり、この領域をますます
活性化することを強く望むものである。
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